
仙崎管内発生海難事例

【事例2】衝突
港内でプレージャーボートと漁船が
両船⾧の不注意により正面衝突した。衝突の際、
プレジャーボート船⾧は軽傷を負った。

【事例１】有人漂流
沖合で航行中、突然体調を崩して動けなくなり、
運航不能(有人漂流)となった。
付近通行船の通報により船⾧は救助された。

【事例3】無人漂流
漁港岸壁沖にて無人の船と、うつ伏せで漂流
する船⾧を発見した。引き上げ後に調査したところ、
船⾧は体調を崩して海中転落し、溺死したとされた。
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今年は体調不良による海難が多くなっています。体調管理には気を付
けてこまめに休憩を取るなどの対策を行ってください。



今年の浸水海難で船に積んでいた救命胴衣が流される
事案がありました。用意するだけではなく、しっか
り着用して安全操業を行ってください。
また、発航前検査も重要です。
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